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            後藤・水渡・瀧:粉 艦 套 火 現 衆 の 研 究
 (Na(OH)2の 飽和 溶液 に就 いては温度上昇 と共 に反憲時間 は減 少す る. Ca(OH)2膠 質液 に
就 いては1(J℃ にて反鷹 時問 の極小30℃ にて極 大のあ ることが示 され た.
 この理 由はCO2, Cft(OH)2, CaCO:}の 水に到 する溶解度の温度關係 よb考 察 すべ き問題で
あ るが詳細 は省略 す る.伺 生成せ る結品粒子 に就 いては一定の反鷹條件 に よ り前 報の如 き代表
的 な3種 の ものの他 に術数 種の異つた ものが出來 るのであ るが,こ れ らの關係 に關 しては次 の
機 會 に報 告 す る.
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                I.結    君
 第2報 に於て獲表せ る暁射試瞼法 を川いて石炭,小 萎粉類,有 機藥品類の代表的物質に就い
て嶺火限界曲線を求め共の獲火性を此較 した.叉 粒度及び粉罷淑度の獲火性に及ぼす影響を試
験 した.
                ∬.實 験 操 作
                     ノ
 1.試 料 後 に述 べ る各 物質 を豫 め乳 鉢 又はポツ トミノLで粉 葬{苓後Tyler標 準籠て籟別 して
用 いた.
 2.實 験装 置 硝 子製の殴出器 に一定量 を取 り一一定騒毫力のフ;≦氣流 に依 り瞬 出 し粉煙を形成せ
しめた.而 して暁出rlよ り種 々の距離 に黙 火源 を置 き獲火 のイ∫無 を槍 した.黙 火1皆1としては焔
(高 さ5cm)を 使Jljし た.(粉 器 及び粉 末冶金,第2巻87頁 変照)
 3.畿 火限 界 曲線 の決 定方法 a(試 料 の瓦敏)及 びd(噴 川 口 と黙火源 との距離)を 萢E々攣 え
て登 火の有無 を楡 し,a, dを 軸 として圃示すれば褒火限 界曲線が得 られ る.
                   (119)
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                瑠.賢 験 結 果
 1.嚢 火限 界曲線 石炭,小 萎粉類 に於て獲火性は石炭,蕪 壁,デ キス トリン,小 萎粉の順
に小 となつたが,何 れ もAIに 比べ るとその褒火性 は同等 か それ以下 であ る.次 にイf機藥 品 に
於 てはサ リチル酸,安 息香酸,ナ フタ リンの順序 に褒 火性 は小 とな る.Alに 比 べ る とよ り高
い獲 火性 を持つ てい る.藪 に使mせ る各物質粒度 は325inehrh以 下 であ る.小 変粉,デ キス ト
リンの護火性 の低 いのは その分 散性の悪 いのが一原因であ ろ うと思 われ る.三 菱崎戸炭(長 崎
縣),三 菱飯塚 炭(筑 豊),11鐵 二瀬 炭(筑 豊 中央坑)の3産 地 に依 る獲 火性の和違 は實駝 誤差内
で一一致 した.術 爆 護の際 の閃光 の彊 さは勿論Alに は劣 るが薦 糖,安 息秀酸 が珪較的 張 く石 炭
は暗赤色 で溺い・            ノ
 2.粒 度 と獲 火性 粒子の大 き さと獲 火性 の關係を見 る爲 にTy1q・ 型標準 節1二依 り亥 の如
く節別 した物 に付 き實験 した.
 a) 石 炭(rl鐵 二瀬炭);<325#,325#～25C#,25鋳～2GC#,20C#～15C#及 び以上 匹種 混合.
 b) デ キス トリン;<325#,325#～250#,250#～200#,200#～150#.
 (・) マグ ネシ ウム1<325#,325#～15C#,>150萄市販 混合
實験 の結果粒度 に依 りその護 火性は大い に異 る.即 ち<325#で は奮 火 し易 く,>15C#で は獲火
し難 い.
 3.粉 罷滋度 の影響 粉髄淑度の獲火性 に到 す る影響 を見 る爾 に,小 委粉(<325#)を 乾燥
(105。±2℃)し た物 と,然 らざ る物 とを比較 隻醗験 した.そ の結 果乾燥 した物 は しない物 に比 し
獲 火性は良 くな る.之 は乾燥 に依 る分散性 の向上が一原因で あ ると考 え られ る.
               皿.考    察
 本實瞼 に於 て粉龍 の喰出條件 は一定 に して,爲 眞撮影 に依 り槻察 す る も粉煙 の振 が り方 は略
圓錐 形 にて一定 の形で進行 する.今 噴出 に依 りdCmの 距離 に於 け る粉龍濃度 をCと して
次 の關係が あ るもの とす ると,
      c=k÷                (1)
藪 にaは 取 りた る粉罷の量,kは 比例常敬である.護 火下限界に於 ける粉罷濃度 をCoと すれ
ば獲火隈界曲線(a-dの 膨濁係)は
       Co
      :1==一r(ユヨ1                           (2)
      1・)9a==10g]、'十ll l(》tt'1                       (3)
で劾 される.k辱 無 で醐 であるからL腿 と1咽 邸 〔襯 係 とな、冷 雛 螂 が
墳出rlを 一時 に出て粉煙が圓錐 圧多の底面 となつて・卜面1二に搬 が る物 とすればu==2と な り,
圓錐 形の全容債 に振 が りつ つ共の高 さを増 す もの とすればn=3と な る.而 して是等 は理 想的
な場合 で,實 際 には噴川 「1を出 るに も或 る時囲 を要 し,叉 粉煙 の拡1が り方 も共 の中問 であ る と
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            後藤・小泉:膠 質分散系の遡電的研究(第1報)         '
思 われ る.log aとIo黛dの 關係圖より(3)式 の關係式が成立する事が到つた.而 もこの値は
粉腿の種類に依 り異 る事を示す.叉 此の關係圖よ りn及 びktが 求め られ る.石 炭,小 萎粉類
布機藥品類 の稜 火限界曲線 よりn及 びktを 求めた結果が第1表 である.
                 第   1   表
   物 質 n 一㍗ …-6物 質 ・ 薯 … 一・
   サ ・ チ ル 酸 2.75、 7.41ア ル ・一ウ・ 2.・8 96.・   
安 息 香 酸 2・7  9・6}蕨  糟 2  27…
   ナ フ タ レ ン  2.6   13.9 iデ キ ズ トリン  1.84   720。0
   石         炭     2.2        90.0      小    蓼    粉      1.7       1430・0
 上表 よ り判 る如 くサ リチル酸,安 息香酸,ナ フタ リン と石炭,Al及 び蕉糖,ヂ キス トリン,
小 萎粉等 は其 々nの 値 に於 ては群 をな し,似 ～二値 を取 る.即 ち11の 値 は樋 が り方 を表 わす故,
是等は夫桐 型式の灘 り於 す・・鉾醐 ・.宅 より稜蝦 舳 繍 ・よ則 つ磯 畑 賜
が一暦明瞭に判 る.叉 他の關係岡より同一種の粉煙は粒子の大小にかかわらす,大 罷同型の振
が肪 をする事が判つた.          ㌔
              (昭 和24年2月28日 受 理)
      膠 質 分 散 系 の 透 電 的 研 究(第1報)
       On the Dielectric Properties of Colloid System.1
             後 藤 廉 不 ・小 泉 直 一
              Rempei Goto and Naokazu Koizumi
 膠質分 散系 の透電的 性質 に關 す る研究 は鰍 二可 な りな されて來 てい るが,吾 々は夏 に此 の問
題 の詳細 な研究 を行 うため譲 備的 な實験 を行つたので,そ の結果 に就いて簡 軍 に報 告す る.
 本實験 は水 と油の種 々な割合 の乳濁液 を作 り,Dmdぎ の第2法(透 電率 を レツヘル線の線長
の攣 化か ら求 め る方法)に よつて分散系 の透電率 と損失係 敷を波長140Cmに 於 いて測定 し
た.用 い た試料 は水 と大豆油の乳濁液 で,こ の際安 定剤 として加 え るイオ ンを選ぶ こ とによつ
て水,油 の何 れを も分散媒 とす るこ とが翫來 ろ.帥 らK,N。 の よ うな1i質 イオ ンを加 えた場
合 には油/水 型 に,A1. CaJ Mg等 の多債 イ オンを加 えれば水/油 型 にす るこ とが出來 るのは
既 二よ く知 られ て民 る事實 であ る.吾 々 が用い た油/水 型 の乳 濁液 は乳濁液10ec中 に%oM,
NaOH溶 液 を1cc加 えた もので,後 にo.5ccのii50"I CaC121容 液 を加 え水/油 型 に攣換 した.
 實験 の結 果は圖 に示 した如 く,横 軸 に油 と水の割合,即 ち分散質 の容債 と全 容積 との比 を と
り,縦 軸 に透電率 を とつ た.國 中實線 が測定{lt4で,破 線はWienerの 式 に よる計算 値であ る.
                   (121)
